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神戸市の幹線道路網は、既成市街地においては、東西方向に山手・中央・浜手の 3 大幹線

を配置し、南北方向に概ね 500ｍの間隔で格子状に道路を配置するとともに、既成市街地と

西北神の新市街地を連絡するため、放射状に道路を配置する計画となっています。 

 

これまで、路線の性格やまちづくりの状況に合わせて、様々な事業手法により、神戸の骨

格となる幹線道路の整備を進めてきました。 

 

とりわけ、都市計画道路は、①都市の円滑な交通を支えるとともに、②良好な市街地の形

成を図り、③安全で快適な都市生活と機能的な都市活動の基盤となり、④ライフラインの収

容空間などの役割も果たす重要な施設として都市計画に位置づけることにより、確実な整備

に取り組んできており、現在、約 8割の整備が完了しています。しかし、依然として長期未

着手の路線もあります。 

 

一方、人口減少・超高齢化の進行、地球環境問題など社会経済情勢の変化にともない、今

後、安全・安心で活力ある都市空間を構築するためには、都市交通のあり方を見直し、真に

必要な道路を見極め、今まで以上に選択と集中により効率的・効果的な道路整備を進めてい

く必要があります。 

 

そこで、神戸市都市計画マスタープランの策定に合わせて、「都市計画道路整備方針」を策

定し、着実な道路整備に取り組みます。 
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